
錐
十
三
巻
　
　
羅
纂
　
　
松
尾
榊
澱
本
殿
の
遭
鑑
に
つ
き
て

第

野

山ハ

j
　
　
（
…
四
〇
四
）

松
尾
紳
就
本
殿
の
遺
墨
に
つ
き
て

阪
　
谷
　
良
　
之
　
進

　
特
別
保
護
建
造
物
、
．
松
尾
紳
胤
本
殿
は
、
近
年
に
至
り

各
部
が
甚
し
く
腐
朽
破
損
し
修
理
の
急
を
告
げ
た
の
で
、

古
聖
寺
保
存
法
に
基
き
根
本
的
修
理
の
設
計
を
立
て
、
國

庫
の
補
助
を
得
て
去
大
正
十
三
年
十
一
月
｝
日
そ
の
工
を

起
し
翌
十
四
年
十
月
二
十
日
に
竣
成
し
た
の
で
あ
る
。
工

事
は
建
物
の
要
部
を
解
禮
の
上
、
夫
々
所
定
の
作
業
を
加

へ
て
後
、
再
び
薔
形
の
如
く
に
建
造
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
工
期
中
に
建
物
の
内
部
か
ら
本
殿
の
澹
革
を
考
謹
す

る
に
足
る
可
き
墨
書
を
可
な
り
多
数
に
登
見
し
た
の
で
、

ム
・
そ
れ
等
の
寓
置
ハ
ご
文
章
ε
を
紹
介
す
る
ご
共
に
、
聯
こ

れ
に
嘉
す
る
愚
見
を
加
へ
て
見
た
い
ご
思
ふ
。

　
松
尾
紳
肚
は
、
京
都
府
葛
野
郡
松
尾
村
に
あ
っ
て
大
山

咋
命
、
市
杵
島
姫
命
二
座
を
奉
祀
し
て
み
る
。
雍
州
府
志

松
尾
紳
魔
の
條
に
「
天
長
三
年
詔
當
靴
四
至
方
十
町
」
こ
め

一
、
残
煙
緋
藏
の
松
尾
説
境
内
右
圖
（
南
北
朝
頃
の
製
作
ビ
推
定
す
）
に

徴
し
て
も
、
中
古
境
域
が
如
何
に
廣
大
で
あ
っ
た
か
を
察

知
し
得
る
。
現
在
で
も
な
ほ
三
兎
馬
韻
事
の
土
地
を
占
め

背
後
に
は
松
尾
の
翠
櫓
を
負
ひ
、
前
方
に
は
大
堰
の
清
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

を
ひ
か
え
、
大
小
高
低
の
魅
殿
塾
舎
は
地
形
に
慮
じ
配
置

早
き
に
合
ひ
、
計
深
甚
だ
奪
嚴
崇
高
で
あ
る
。
古
來
名
紳

月
次
等
の
祭
に
預
り
、
二
十
二
肚
の
一
に
凋
ぜ
ら
れ
た
事

も
あ
り
、
現
に
官
幣
大
祇
で
あ
る
。

　
本
殿
は
、
大
豊
元
年
秦
忌
寸
都
理
　
詔
を
奉
じ
之
を
建

立
し
ず
、
以
來
、
延
暦
三
年
、
長
治
二
年
、
弘
安
十
年
、
永

山
孚
六
年
、
　
天
文
十
九
血
－
、
幽
船
・
永
当
年
雄
守
に
改
肱
氾
叉
は
修
理
一

の
行
は
れ
た
事
が
、
伊
呂
波
字
類
抄
、
綾
日
本
紀
、
勘
．
仲



記
及
び
早
掻
．
b
於
て
見
ら
る
、
。
而
し
て
古
胱
寺
保
存
法

に
よ
り
去
明
治
三
十
九
年
特
別
保
謹
建
造
物
に
指
定
せ
ら

れ
、
今
回
大
修
理
の
工
を
加
ふ
る
の
機
運
に
至
っ
た
の
で

あ
る
Q

　
さ
て
工
事
中
新
た
に
立
見
し
た
墨
書
は
二
十
箇
所
の
多

き
に
達
し
、
中
に
は
古
今
集
、
詞
花
集
な
ご
の
古
歌
を
寓

し
た
も
の
も
あ
る
が
、
今
回
は
之
等
を
省
略
し
、
本
殿
洛

革
の
参
考
こ
な
る
可
き
資
料
の
み
を
探
録
し
よ
う
。

　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
一
　
小
屋
梁
に
記
せ
る
も
の

　
　
　
（

　
こ
の
墨
書
は
内
陣
柱
の
上
に
架
せ
る
二
本
の
小
屋
梁
の

内
、
北
方
の
分
の
北
側
面
全
面
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の

君
子
は
爲
眞
の
通
り
で
あ
る
が
、
今
そ
の
全
文
を
記
し
併

せ
て
略
解
を
加
へ
て
見
よ
う
。

本

文

　じ丈行　に数
　同原

一

當
祉
之
事

り御
し
ゆ
り
な
き

賂

解

①
修
理
な
き
紅
ビ
に
、
常
に
建
築
全
都
た
新
六
に
改
逡

　
し
來
り
、
修
理
の
如
き
姑
息
手
段
ぱ
朱
だ
講
じ
六
事

｝の
無
き
灘
の
儀
な
ら
む
。
當
趾
所
藏
の
「
常
祇
藩
宮

第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
紳
職
本
殿
の
逡
鍛
に
つ
き
．
・
で

や
し
ろ
な
り
　
　
　
次
第
」
に
（
前
略
）
昔
ほ
公
方
様
よ
り
惣
藩
細
殿
成
酔

し
う
り
、
こ
い
へ
共
　
殿
金
壷
迄
□
□
灘
口
串
候
へ
共
公
方
糠
畔
分
柄
に
て

三
世
を
そ
ん
し
　
　
御
遮
宮
御
下
行
被
成
間
日
由
被
三
下
御
本
殿
に
す
で

ゑ
い
り
よ
お
　
筆
癸
破
縷
聞
湯
オ
寒
拓
落
宮
仕
候
（
中

う
か
、
い
　
　
　
　
略
）
京
町
中
な
ば
慶
林
定
云
者
講
取
鋤
甦
之
物
意
桝

天
文
十
一
蔽
年
　
　
弔
痢
り
如
此
に
て
此
度
に
御
藩
嘗
痴
鯛
池
雌
上
ば
修

　
　
　
　
貨
　
　
　
　
二
宮
に
成
可
仕
ε
禁
中
様
へ
申
上
修
理
宮
に
な
し
Φ

よ
り
こ
の
趾
を
釜
（
中
略
）
転
置
願
に
な
レ
…
…
氏
孟
よ

歩
み
奉
る
　
り
葦
皐
難
暴
穣
激
憤
二
日
也
（
下

そ
の
し
り
へ
に
い
　
略
）
ミ
あ
り
。
以
て
當
祉
造
蕾
の
際
に
ば
、
古
よ
り

内
赫
能
芸
柱
前
後
　
宮
螢
な
以
て
霊
殿
嫉
心
に
払
う
ま
で
薪
冠
す
る
償
例

四
本
の
こ
し
お
　
　
で
あ
っ
象
が
、
今
観
ば
之
か
民
螢
と
し
僅
に
修
理
た

く
也
　
　
　
　
行
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
事
が
想
像
ゼ
ら
そ
。

のむ
か
し
は
□
貫
孔
②
・
・
知
へ
・
融
便
坐
各
二
本
づ
・
合
計
四
三

柱
く
み
物
　
　
　
　
亡
し
置
く
。

う
へ
共
み
こ
、
り
⑥
「
曹
彬
も
靱
私
賛
蒙
れ
共
」
’
の
意
か
・

　
　
　
　
ム
マ
フ

　
　
　
　
　
　
？
　
こ
の
淺
1
1
建
築
材
料
の
新
古
鑑
別
に
塗
屋
ε
な
る
可

物
く
み
物
を
く
、
て
き
厘
ぐ
あ
・
が
、
藻
不
明
讐
・
暴
だ
諜
ぐ

こ
う
オ
い
お
の
　
　
む
る
。

ほ
せ
申
そ
の
　
。
衆
（
掻
総
葺
警
ら
る
）
た
登
莫
糞

ゆ
へ
に
む
ね
へ
　
G

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

五
尺
た
て
の
は
r
糠
滞
為
五
尺
商
く
し
六
。

葺
時
葎
　
纂
雷
懲
密
画
ら
む
・

　
　
　
　
　
　
　
轄
廻
三
鞍
跳
　
　
　
　
山
ハ
三
　
　
（
四
〇
｝
嵐
）



’

◎

第
十
三
谷
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
憩
産
本
殿
の
遣
墨
に
つ
各
、
更

第
三
號
　
　
六
四
（
四
〇
六
）

樹轟轟ぐ哩題起簿

ρ

ト



三
盆

雑

纂

松
尾
神
社
本
殿
の
遼
墨
に
っ
告
て

第
三
號

山ハ

ﾜ
　
つ
四
〇
七
）

鞭
Y
r
、
警馨

灘
講

欝

欝、

購覇
灘難

覇
．
灘
難

懸
懇
懇
懸
＝
難

翻
．

調

書墨部内組屋小門門吐紳尾松



第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
帥
融
本
殿
の
澱
墨
に
つ
き
て

第
三
號

六
山
ハ
　
（
四
〇
八
）

斗
之
し
逗
さ

棟
梁
與
五
郎

　
　
の

大
工
異
見
解

り御
内
之
て
ん

し
ゃ
う
む
か
し

の
ま
・
也

其
時
當
杜

　
　
の

大
工
坪
当

次
郎
左
衛
門
尉

與
五
郎

小
二
郎

孫
五
郎

　
　
四
人
賜
り

の大
津
衆

彌
五
郎

　
ウ
サ
　
　
つ
る

全
国
画

塒
（
？
）
坂
本
　
悪

口
□
□
□
日

兄
弟
二
入

恥嵯
峨
衆

太
郎
衛
門
尉

與
三
左
衛
門
尉

與
五
郎

　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ

①
異
見
は
憲
見
か
。

⑦
内
陣
天
井
ほ
昔
の
も
の
た
再
用
し
糞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

恥
現
在
の
松
尾
村
大
字
松
尾
谷
為
輩
に
谷
ミ
巡
穂
し
、

（

今
な
ほ
大
工
興
五
郎
の
子
孫
定
旧
す
ち
も
の
が
居
佳

し
て
る
る
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

①
現
在
の
滋
賀
縣
大
津
市
及
坂
本
村
で
あ
ら
う
。
化
粧

の
G
裏
板
の
墨
書
に
も
「
大
津
坂
本
之
大
工
衆
四
人
長
々

逗
留
也
し
定
あ
ろ
。

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、

G
現
在
の
一
口
町
大
字
上
嵯
峨
下
嵯
峨
の
邊
で
あ
ら
う

彌
三
郎

　
　
　
四
人

助下
桂
彦
三
郎

　
ワ
ロ
宇
隔
乏
新
左
衛
門

以
上
＋
二
入

　
此
衆
也

　
　
粉

鉱
就
営
林

珍
獣
潜
九
州

助周
房
之
國
之

錐
儒
佐
人
有

當
赴
豫
壮
ヶ

年
三
滞
留

　
　
　
恥

其
後
造
榮

思
立埼
　
　
圏

新
殿
紳
宮
寺

遷
殿
御
本
殿

其
外
末
肚

悉
記
入

修
理
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

拗
今
な
ほ
隣
村
の
桂
村
に
上
桂
の
大
字
が
硬
ろ
。

（ラ
偶
慶
林
十
穀
の
傳
翻
不
明
。
疵
僑
な
ら
む
、
前
寵
「
當
甦

蓬
宮
次
得
し
に
「
慶
林
為
本
願
に
な
し
」
ご
あ
る
。

　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

粉
周
房
ぱ
今
の
周
防
國
な
ら
む
。
蓮
隔
の
馳
で
あ
る
か

（
ら
九
弼
の
蔀
ぜ
誤
認
し
六
も
の
か
。
難
曲
大
内
義

隆
に
周
防
附
近
及
び
北
九
州
た
頒
し
て
．
居
匁
か
ら
概

括
し
て
九
州
定
組
爾
ぜ
し
も
の
か
O

（lfi＞

榮・

匿

螢・

の

誤
寵
か
　　o

の
列
魏
の
殿
舎
の
順
序
な
児
る
亡
、
最
も
主
要
な
る
本

つ
よ

（
殿
が
終
り
に
近
く
罷
か
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
ば
建
物

の
鰹
重
か
ら
考
へ
る
虐
異
襟
の
感
が
あ
ろ
。
し
か
し

後
樹
の
帥
祉
丈
書
に
よ
ろ
書
、
正
藩
宮
の
前
に
假
殿

（
藩
殿
）
遜
冨
が
あ
り
、
更
に
そ
れ
に
先
だ
ち
て
帥
宮

寺
藩
富
た
行
な
っ
て
居
る
か
ら
、
薪
殿
の
事
に
不
詳

で
あ
る
が
、
こ
の
順
序
ほ
工
事
の
竣
成
期
日
に
勝
っ

て
記
し
六
如
く
に
も
思
匡
れ
ろ
O

右
の
墨
書
に
よ
り
、
大
要
次
記
の
事
柄
を
知
O
得
る
。



　
　
一
ト
叡
慮
を
う
か
緊
ひ
修
理
の
宮
に
な
せ
し
事
α

　
　
一
、
天
文
十
一
年
目
り
建
前
に
着
手
せ
し
事
。

　
　
一
、
酊
陣
柱
四
本
及
び
内
陣
天
弁
は
古
材
を
藩
王
せ
し
事
。

　
　
一
、
、
向
歯
を
高
く
し
（
叉
は
屋
根
勾
配
を
急
峻
ミ
し
）
、
棟
高
を

　
　
五
尺
櫓
加
せ
し
事
。

　
　
一
、
矩
計
は
與
五
郎
の
手
に
成
り
し
事
。

　
　
｝
、
工
事
に
關
與
せ
し
大
工
十
二
入
の
名
を
記
せ
る
事
。

　
　
一
、
造
管
願
主
は
慶
林
十
穀
な
る
事
。

　
　
一
、
當
晴
造
畢
せ
し
建
築
は
、
新
殿
、
瀞
宮
寺
、
遷
殿
、
本
殿

　
　
諸
末
祉
等
な
り
し
事
。

　
　
　
　

　
　
　
二
　
籾
首
束
に
於
け
る
も
の

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
す
　
く
み

　
前
記
二
本
の
小
屋
梁
上
に
は
、
各
籾
首
組
を
置
き
て
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
す
　
つ
か

棟
木
を
支
承
し
て
み
る
○
夫
等
の
劔
首
束
に
は
、
何
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
字
が
残
る
。
次
記
の
中
で
、
甲
は
北
方
の
東
の
北
面
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

段
に
、
乙
は
同
上
の
下
段
に
、
又
丙
は
南
方
の
束
の
北
面

　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

に
、
総
て
毛
筆
で
認
め
て
あ
る
。
（
腐
弓
勢
照
）

　
　
購

　
　
く

　
常
胱
御
造
宮
御
三
回
天
文
十
辛
丑
年
二
月
初
五
日

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
紳
瓢
本
殿
の
楠
遺
鑑
に
つ
馬
・
て

稗
礎
居
天
文
十
一
壬
寅
年
十
｝
月
三
日

御
立
柱
天
金
十
一
年
十
一
月
十
五
日
卯
勉

　
願
主
慶
林
十
穀
法
僑
十
方
檀
那
以
立
面
榮
如
此

　
大
工
藤
原
之
次
郎
左
衛
門
尉
棟
次
同
棟
梁
與
五
郎
棟
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
材
木
大
凍
野
春
日
山
♂
鵬
し

　
ひ

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
コ
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ

作
事
奉
行
山
田
之
住
人
薄
藏
主
国
印
庫
主
同
鏡
前
爾
三
人
也

此
繭
之
祉
者
百
二
十
年
畢
其
已
後
叉
如
此

（
註
）
亘
手
年
前
に
慮
永
年
間
に
當
る
。
後
出
の
磨
、
氷
の
墨
書
ミ
封

　
　
昭
…
ぜ
い
μ
趣
鰍
ハ
、
　
腿
掴
深
い
O

　
酊
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
芯
　
　
　
　
　
　
　
b
B
　
L
F

　
　
同
禰
宜
相
碁

神
主
田
光
　
神
方
．
爾
三
入

　
　
親
　
彌
　
介

（
註
）

毛
　
重
　
越
　
「
　
か
〒

光
家
紳
左
筆
門
尉

家
久
次
郎
総
裁
門
尉

　
　
　
天
丈
＋
一
壬
寅
年

紳
主
相
光
の
事
に
、
「
天
丈
十
一
年
四
月
一
爵
任
山
主
、
天
正
九
年
十

一
月
三
日
卒
」
ミ
東
本
家
（
蓉
松
尾
説
憩
職
）
の
系
騒
に
も
見
ら
る
㌧
o

ラ三
　
化
粧
裏
板
に
於
け
る
も
の

沸Aβ
ils

號

六
七
　
（
四
〇
九
）



　
　
　
第
十
三
塗
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
紳
証
本
殿
○
逡
繊
蹴
に
つ
き
イ
、

　
外
陣
化
粧
屋
根
裏
の
裏
板
の
う
ち
、
其
裏
面
に
文
字
の

あ
る
も
の
を
多
数
賛
見
し
た
。
文
宇
は
毛
筆
で
認
め
ら
れ

た
も
の
こ
、
墨
指
の
も
の
こ
こ
種
あ
り
。
何
れ
も
板
一
枚

に
一
行
づ
、
記
さ
れ
て
あ
る
。
其
主
な
る
も
の
は
次
記
の

通
り
で
あ
る
。
各
行
上
部
の
（
毛
）
は
毛
筆
、
（
指
）
は
三
指

の
文
字
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ら

（
毛
）

（
指
）

（
毛
）

（
指
）

（
毛
）

（
指
）

（
註
）
本
丈
珈
に
「
棟
梁
興
五
鄭
丸
谷
若
衆
し
ぐ
」
あ
り

　
に
「
大
工
谷
衆
、
次
鄭
左
衛
門
尉
興
五
照
其
他
し
の
名
准
禦
げ
、
又
籾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
首
束
文
に
「
大
工
藤
原
之
次
鄭
左
術
門
尉
棟
次
、
同
棟
梁
與
五
郎
穣
貞
」

　
亡
記
し
て
み
ろ
。
三
者
共
に
天
交
の
遙
墨
で
あ
る
か
ら
、
之
等
に
よ
つ

　
て
見
る
畔
ほ
當
時
本
殿
工
事
に
重
三
ぜ
る
建
築
家
申
大
エ
ピ
し
て
左
衛

棟
梁
與
五
郎
丸
谷
若
衆
也
、

天
文
＋
辛
丑
年
二
月
五
日
御
餅
始
也
、

天
文
＋
一
年
潤
三
月
有
、

天
文
十
一
壬
刀
年
十
一
　
十
五
日
柱
立
卯
剋
、

當
就
大
工
依
遠
者
大
津
坂
本
之
大
工
衆
四
人
長
々
逗
留

也
、天

文
十
一
壬
寅
年
十
二
月
初
五
日
此
裏
板
打
畢
、

　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
前
禺
の
小
屋
梁
文

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
怖
弟
二
∴
鯵
一
　
　
　
　
山
鴫
繍
八
　
　
（
四
一
〇
）

　
　
門
前
糠
次
が
あ
り
、
次
席
に
隻
手
郵
二
二
が
棟
瓦
・
し
て
働
い
て
居
糞

　
　
事
が
判
る
。

　
　
　
四
　
内
陣
柱
の
墨
書

　
内
簿
柱
四
本
の
内
、
東
南
隅
（
前
方
右
端
に
當
る
）
に
立

て
る
柱
の
下
部
東
面
に
、
次
記
の
如
き
筆
書
の
文
字
を
登

見
し
た
。
そ
の
三
冠
は
、
前
記
の
何
れ
の
文
字
に
比
す
る

も
、
頗
る
古
標
で
あ
る
許
り
で
な
く
、
墨
色
も
甚
し
く
減

退
し
て
往
々
割
讃
し
難
い
所
も
あ
る
Q
（
行
数
原
丈
の
ま
～
）

（
上
部
に
）

　
　
　
　
　
　
　
う
の
ε
し

　
お
う
ゑ
い
三
十
年
六
月
五
日

　
□
は
し
た
て
御
む
ね
あ
け
．

（
怨
瀦
ん
を
の
ち
さ
う
い
ん
の
皆
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

　
大
工
た
に
の
こ
や
ま
の
、
幽
ち
わ
ら
の
…
…
…

　
さ
ゑ
も
ん
の
せ
う
く
に
つ
く

（
下
部
に
）

　
も
ミ
わ
な
け
よ
ほ
う
て
か
ヘ
ミ
も

　
　
昏
ら
に
は
り
て
つ
き
允
れ
、
こ
も



　
　
　
　
　
　
ふ
し
な
く
ロ
た
［
」
…
…
、

滑
こ
の
文
字
の
解
）

（
上
郡
の
分
y

　
　
鷹
・
永
三
十
卯
年
六
慰
月
五
日

　
　
御
柱
立
御
棟
上

　
　
檀
那
谷
の
地
藏
院
の
弥
々

　
　
大
工
谷
の
小
山
の
藤
原
の
…
…
－

　
　
左
衛
門
臨
く
に
つ
く

（
下
都
の
分
）

　
　
　
　
　
　
不
明

　
　
元
は
投
げ
…
…
…

　
　
　
　
　
　
（
？
）
、

　
　
　
夏
に
割
り
て
飽
き
た
れ
共

　
　
　
　
　
　
紳
即
縦
州
く
・
：
・
：
：
・

　
本
文
中
の
地
藏
院
は
、
い
ま
松
尾
村
大
宇
下
山
田
に
あ

り
Q
寺
院
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
『
細
川
頗
之
の
開
基
、
開
山

は
碧
潭
灘
師
に
し
て
、
貞
治
六
年
創
建
、
地
藏
院
ご
號
す

勅
願
寺
に
擬
せ
ら
れ
、
更
に
耀
し
て
官
符
を
賜
ふ
。
當
鶴
，

塔
頭
末
寺
を
併
せ
て
こ
十
六
寺
あ
り
し
が
、
鷹
仁
の
火
災

天
正
の
大
震
害
等
の
爲
め
寺
運
傾
き
、
絶
え
て
修
造
な
き

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
”
雑
　
纂
　
　
松
尾
憩
識
本
殿
の
遣
墨
に
つ
き
て

歌
態
で
あ
っ
穴
・
。
賓
永
元
年
之
を
再
興
し
現
在
に
至
る
』

ご
云
ふ
。
然
れ
ば
松
尾
榊
就
造
螢
の
慮
表
裏
は
當
寺
創
立

後
僅
か
に
三
十
鯨
年
、
ま
さ
に
宗
風
襲
揚
の
黄
金
時
代
ご

曝
射
犠
さ
る
＼
○

．
矛
’
濯
彩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
明

　
ま
た
本
文
中
の
大
工
「
谷
の
小
山
の
藤
原
の
…
…
…
左
衛
門
尉

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
く
に
つ
く
」
ミ
彼
の
天
文
造
管
の
大
工
墨
黒
及
び
棟
梁
棟
貞
等

　
、
こ
の
關
係
は
未
だ
詳
で
無
い
が
、
「
く
に
つ
く
」
ミ
棟
次
ミ
の
嚢

　
音
か
近
紘
し
、
時
代
に
隔
り
は
あ
る
が
共
に
松
尾
村
松
尾
谷
に

　
居
往
し
、
共
に
松
尾
就
大
工
で
あ
り
、
特
に
爾
者
が
「
藤
原
左

　
衛
門
尉
」
を
名
の
る
鮎
に
於
て
、
其
煮
魚
な
り
濃
厚
な
る
因
繊

　
の
存
す
る
如
く
思
は
れ
る
。
或
は
一
家
系
の
人
で
あ
る
か
も
知

　
　
れ
ぬ
。

　
　
此
他
に
前
滋
の
墨
書
ミ
比
較
し
て
興
味
の
あ
る
鮎
を
摩
け
や

　
　
、
フ
。

　
　
細
ち
、
小
屋
悪
婆
（
慧
墨
『
）
に
「
内
陣
柱
四
本
を
親
し
‘
置
く
」

　
　
Σ
あ
る
が
、
こ
の
慮
永
の
年
波
銘
あ
る
柱
は
恰
度
内
陣
注
四
本

　
　
中
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
招
首
題
（
遣
笹
蟹
）
に
【
、
此
荊
之
導
者
百
二
十
年
畢
L
ぐ
」

　
　
　
　
　
　
　
麓
瓢
二
號
　
　
　
　
六
九
　
（
隊
…
一
）



　
　
　
箪
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
紳
畿
本
殿
の
逡
墨
に
つ
き
て
・

　
天
文
の
遣
墨
が
あ
る
が
、
慮
永
は
天
文
よ
り
約
百
二
十
年
以
前

　
に
當
っ
て
居
る
。

　
　
　
　

　
　
　
五
　
棟
　
　
　
札

　
　
　
ρ
〔

　
身
含
小
屋
組
中
よ
り
登
見
せ
る
棟
札
三
枚
あ
り
。
皆
嘉

永
四
年
の
も
の
で
、
文
章
も
書
艘
も
殆
同
量
で
あ
る
。
そ

の
内
一
枚
だ
け
に
大
正
三
年
加
筆
の
も
の
が
あ
る
が
、
此

分
は
文
字
が
明
瞭
で
あ
る
か
ら
、
左
に
記
さ
う
。

　
　
　
札
の
寸
方
は

　
　
　
　
　
長
暢
尺
○
寸
三
分
、
巾
・
三
寸
八
分
、
厚
二
分
五
厘
り

（
表
西
）

嘉
永
四
辛
亥
年
霜
月
吉
日

　
　
二
皮
師
棟
梁

　
　
　
淺
井
七
兵
衛

　
　
　
肝
煎

　
　
　
　
角
野
治
助

　　　　　．檜
　　　　　　皮
高奥河塚森葛師
＊村原本野城方
久伊勝善
兵兵太太既定

衙衛郎郎吉七

（
裏
　
翫
）

蓬

へ脳
タ極

四

七
〇
　
（
四
｝
二
）

　
　
京
都
市
上
京
組

　
　
　
智
恵
光
院
出
水
上
ル
町

　
　
　
　
　
　
棟
梁
檜
皮
屋
七
兵
衛

大
正
三
年
春
三
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棟
梁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
井
七
兵
略

　
御
本
殿
裏
流
下
仁
丹
通
リ
修
繕

　
大
正
三
年
以
下
の
文
字
は
、
墨
色
も
書
膿
も
他
の
も
の
に
比
し

　
甚
し
き
相
異
が
あ
り
一
見
し
て
後
世
の
加
華
で
あ
る
事
が
判
る

　
な
ほ
淺
井
家
は
久
し
き
以
前
よ
り
檜
皮
を
業
ミ
し
、
代
々
の
當

　
主
は
「
七
兵
衛
」
を
襲
名
す
る
慣
例
な
る
よ
し
。
現
在
は
七
代
購

　
の
七
兵
衛
で
、
今
も
棟
札
記
載
の
揚
所
に
居
佳
し
て
る
る
Q

　
こ
れ
で
遺
墨
の
報
告
は
濟
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
吾
人
は

天
文
造
螢
の
大
工
棟
次
、
同
棟
梁
棟
貞
爾
人
の
後
斎
が
今

な
ほ
松
尾
村
に
居
住
せ
る
を
傳
聞
し
た
の
で
、
非
常
の
興

味
を
以
て
引
綾
き
そ
の
調
査
を
途
行
し
淀
の
で
あ
っ
た
。

蛇
足
の
威
は
あ
ら
う
が
、
之
ま
た
本
殿
の
洛
革
を
知
る
可



き
塗
考
に
な
る
か
ら
、
序
を
以
て
其
大
略
を
加
筆
し
て
後

本
文
を
結
ぶ
事
ご
し
ゃ
う
。

　
大
工
棟
次
の
後
衛
ご
塾
す
る
は
、
松
尾
村
大
字
松
尾
愚

計
宇
上
之
山
に
住
し
、
當
主
は
河
原
米
太
郎
ご
熾
し
、
通

幕
を
泉
之
亟
ビ
呼
ば
れ
、
村
内
の
奮
家
、
特
に
松
尾
趾
の

大
工
π
り
し
故
を
以
て
、
一
般
の
奪
敬
を
受
け
て
み
る
家

柄
で
あ
る
。
家
人
の
言
に
よ
る
ご
、
同
家
は
も
こ
上
賀
茂

紳
証
の
大
工
に
し
て
、
同
舐
鳥
居
前
の
池
殿
町
あ
た
り
に

佳
居
せ
し
が
、
往
昔
上
加
茂
ご
松
尾
こ
の
富
家
の
間
に
縁

組
の
あ
り
し
時
、
當
地
に
移
佳
し
、
二
五
代
々
松
尾
胤
の

大
工
職
を
績
け
來
り
以
て
現
今
に
至
れ
る
も
の
で
、
同
家

所
藏
の
古
文
書
に
よ
る
ご
、
江
戸
時
代
に
は
年
寄
格
で
あ

っ
た
事
も
あ
る
。
そ
の
家
紋
に
は
以
前
よ
り
「
丸
に
十
万
」

を
所
用
し
來
り
、
現
在
で
も
一
統
は
同
じ
家
紋
を
用
ひ
て

み
る
。
而
し
て
當
主
米
太
郎
氏
の
批
年
時
代
迄
は
頑
先
の

業
を
糧
ぎ
大
工
を
本
業
ご
し
、
常
に
松
尾
紳
灘
の
工
事
に

從
事
し
て
居
っ
た
が
、
明
治
四
十
年
頃
よ
り
病
氣
の
爲
め

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
紳
祉
本
殿
の
適
墨
に
つ
吾
て

職
を
縣
じ
、
目
下
は
農
業
を
專
ら
こ
し
て
居
る
。
同
家
に

は
長
持
に
溢
る
、
程
の
家
傳
の
古
交
書
を
養
す
る
趣
で
あ

る
が
、
容
易
に
他
見
を
許
さ
ぬ
の
で
、
自
分
は
僅
に
茸
2

部
百
三
十
通
許
を
硬
き
得
た
に
過
ぎ
漁
。
其
中
に
は
元
藤

年
度
に
湖
る
も
の
一
通
あ
わ
し
の
み
で
、
多
く
は
江
戸
時

代
末
葉
文
化
文
政
前
後
を
出
な
い
。
又
家
系
の
塞
考
こ
な

る
程
の
も
の
は
登
見
不
能
で
あ
っ
た
。
今
そ
れ
等
の
古
文

書
中
主
要
な
も
の
二
三
を
暴
げ
よ
う
〇

　
一
　
寛
政
七
熊
蝉
卯
三
月
十
三
日
、
河
原
實
友
、
松
尾
献
鳥
居

　
　
建
立
。

　
一
、
文
政
六
年
未
九
月
の
殿
舎
再
興
帳
に
「
一
膳
部
所
呉
服
所

　
　
上
棟
式
日
者
戊
九
月
廿
九
日
、
大
工
泉
之
亟
藤
原
實
之
五
位

　
　
三
三
、
小
工
忠
兵
衛
藤
原
近
忠
同
五
位
醤
束
、
泉
三
瓶
惇
杢

　
　
之
亟
狩
衣
、
忠
兵
衛
枠
長
次
郎
狩
衣
、
河
原
喜
兵
衛
狩
衣
、

　
　
領
外
大
小
工
爾
家
番
匠
四
人
麻
上
下
、
就
謹
啓
屋
下
族
に
而

　
　
相
勤
申
候
」

　
　
一
、
嘉
永
二
年
正
月
十
口
、
本
肚
並
南
方
之
門
屋
根
葺
替
廻
廊

　
　
等
朱
引
之
分
建
替
伺
書
に

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
「
　
（
四
一
三
）



第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
桜
鱒
同
職
本
殿
の
慧
星
に
つ
き
、
㌔
て

　
城
州
製
陶
下
向
寄
大
工

　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
谷
村

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
村

　
　
　
　
　
　
　
　
取
締
役

　
　
中
井
襟
御
役
所

　
之
等
の
文
書
に
よ
る
も
、

工
で
あ
り
、

へ
ら
る
、
。

　
次
に
、

宇
井
戸
に
住
し
、

襟
土
地
の
国
家
に
し
て
、

傳
へ
郷
人
の
敬
愛
を
受
け
、

泉
之
璽
㊥

忠
兵
衛
㊥

源
藏
㊥

　
　
　
　
　
　
河
原
・
氏
は
代
々
松
尾
説
の
大

次
席
に
は
小
工
忠
兵
衛
が
居
っ
た
如
く
に
考

　
　
　
　
棟
梁
実
態
の
末
膏
ご
爾
す
る
は
、
同
村
同
字
小

　
　
　
　
　
　
　
小
山
佐
太
郎
ご
云
ふ
。
前
記
河
原
家
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
來
松
尾
魅
の
樺
大
工
ご
云
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
禰
の
「
谷
の
佐
兵
衛
」
ご
云

へ
ば
土
地
で
は
知
ら
ぬ
人
、
な
き
程
で
あ
る
。
瞥
里
土
は
近
年

ま
で
大
工
を
業
ご
し
、
常
に
松
尾
就
に
出
入
し
、
同
祇
ご

深
き
關
係
を
驚
け
て
薙
た
が
、
現
今
は
農
業
に
轄
じ
て
し

ま
っ
た
。
河
原
家
ご
云
ひ
ま
た
之
れ
ご
云
ひ
、
殆
同
時
に

轄
業
し
た
の
は
奇
し
き
符
合
で
あ
る
。
小
山
家
に
は
近
年

　
　
　
　
　
　
第
溝
口
　
　
　
七
二
　
（
四
「
四
）

迄
多
数
の
古
文
書
が
傳
は
り
、
重
用
な
る
も
の
は
嵯
餓
天

瀧
寺
其
他
へ
預
入
れ
た
事
も
あ
り
し
趣
で
あ
る
が
、
今
は

大
部
分
嶢
失
又
は
散
逸
し
、
僅
に
十
数
黙
を
遺
藏
せ
る
の

み
で
あ
る
。
其
内
の
主
な
る
も
の
を
記
そ
う
。

（
小
山
家
藏
古
丈
書
の
一
）

　
　
松
尾
杜
大
工
頭
領
御
発
意
之
事

　
】
明
徳
三
后
申
歳
義
満
將
軍
配
ヨ
リ
當
肚
御
造

　
螢
有
之
時
我
等
先
麗
飯
尾
美
濃
ト
申
者
二

　
御
三
宮
之
儀
被
爲
仰
付
候
其
時
ヨ
リ
已
來
當

　
砒
大
工
可
儒
頭
領
之
旨
被
駕
仰
付
下
其
困
豫
　
｝

　
謹
家
中
所
々
屋
敷
賞
ヶ
所
年
貢
御
赦
発
被
爲
成

　
被
下
候
至
百
八
拾
年
後
天
正
年
中
　
大
閤
襟

　
御
旧
地
之
節
右
回
断
依
有
之
如
先
規
御
赦
免

　
至
四
拾
年
三
三
元
和
年
中
　
一
三
周
防
守
門

　
御
検
地
之
時
任
先
例
御
一
発
被
、
俄
一
下
四
声

　
A
ユ
ハ
拾
偏
牛
都
武
百
八
拾
年
ノ
囲
雌
嚇
心
事
先
蒲
維

　
代
々
令
三
遷
脚
部
之
彿
役
儀
祁
勤
過
者
□

　
後
代
子
孫
家
業
不
可
解
怠
者
也



　
　
干
時
寛
文
十
二
壬
影
響
二
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
奈
妻
事
大
工
頭
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
尾
忠
兵
衛

（
同
家
所
藏
古
丈
書
の
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
。

　
當
院
大
工
居
屋
敷
一
所
申
請
事
當
院
從
草
創

　
由
緒
之
故
各
団
匪
儀
被
申
付
候
然
者
四
目
傍
所
司
ハ
限

　
櫻
木
垣
通
南
引
回
肚
家
之
地
ラ
西
二
三
卵
塔
へ
行
路
之
土
居
ラ

　
　
　
　
　
ウ
　
り

　
東
ハ
限
本
松
室
之
屋
敷
永
代
不
可
有
相
違
回
雪

伍
如
件

天
正
十
一
甲
申
年
二
月
廿
．
四
日

　
　
　
ワ
コ

大
工
與
殿

ツ
ロ
　
　
　
ワ
コ

役
者
侍
眞

　
　
周
弘
花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
□
□

　
以
上
二
遮
は
、
　
一
枚
の
横
額
に
仕
立
て
、
左
右
に
並
び

貼
付
し
て
あ
る
。
額
の
裏
書
に
「
此
本
紙
者
天
龍
寺
機
雷

墨
入
麗
法
弊
」
ご
明
記
し
あ
り
て
、
疑
も
無
く
寓
し
で
あ

る
。
天
龍
寺
に
至
り
原
本
を
尋
ね
元
が
、
途
に
不
朋
で
あ

っ
た
○
ま
た
同
家
の
系
圖
も
近
頃
ま
で
あ
っ
た
こ
の
家
人

　
　
　
第
十
三
磐
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
黒
本
敢
殿
の
逡
鍋
に
つ
き
．
・
て

の
言
で
あ
る
が
之
も
ま
た
獲
見
不
能
に
了
つ
た
．
、

　
次
に
同
家
に
は
當
肚
の
工
事
に
關
與
せ
る
工
人
の
姓
名

の
散
晃
せ
る
文
書
も
籔
涌
…
あ
る
。
そ
の
姓
名
を
年
代
順
に

列
記
せ
ば
次
の
通
う
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
小
工
忠
兵
衛
卜
形
、
　
　
　
（
蜜
永
五
歳
の
傳
授
書
）

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
大
工
飯
尾
患
兵
衛
義
金
、
　
　
（
文
化
三
丙
寅
の
御
殿
祠
文
）

　
へ
　
み
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
小
山
忠
兵
衛
、
　
　
　
　
　
　
（
同
　
六
年
の
當
肚
上
棟
文
）

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
棟
梁
小
工
患
兵
衛
藤
原
吉
光
、
（
時
代
不
明
）

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
大
工
小
沼
江
兵
術
義
金
、
　
（
文
政
九
年
の
膳
部
所
上
棟
親
文
）

杢
簗
難
同
肝
煎
嚢
、
（
嘉
永
五
年
の
釣
殿
上
棟
嗣
交
）

　
棟
梁
大
工
小
山
内
匠
藤
凍
義
次
、
（
同
　
七
年
御
殿
上
棟
文
）

等
で
何
れ
も
江
戸
時
代
中
期
以
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
の
姓
名
の
中
に
、
同
家
黒
瀬
の
古
文
書
一
を
認
め
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

松
尾
肚
大
工
頭
領
飯
尾
忠
兵
衛
ご
全
く
同
名
の
も
の
も
あ

り
て
爾
考
間
の
園
係
の
黒
く
無
い
事
を
偲
ば
し
め
る
。
而

し
て
河
原
小
山
両
家
の
文
書
並
び
に
口
碑
等
か
ら
想
像
す

る
ご
、
小
由
氏
は
常
に
松
尾
疵
の
小
工
の
家
柄
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
七
三
　
（
四
…
五
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
屋
憩
就
本
殿
の
遺
墨
、
に
つ
き
て

ら
し
く
、
時
々
大
工
を
勤
め
た
の
は
、
河
原
氏
方
に
事
故

が
あ
る
場
合
に
其
補
敏
こ
な
っ
た
の
で
は
無
か
ら
う
か
ご

考
察
さ
る
、
。

　
更
に
、
松
尾
紳
三
所
藏
の
工
事
に
間
す
る
引
書
を
調
査

す
る
に

　
　
不
明

○
…
・
：
…
不
浄
之
由
公
方
注
進
申
之
塵
飯
尾
美
濃
奉
行
山
城
河
内

　
駿
河
三
ケ
三
一
段
鏡
之
三
殿
令
造
替
了
。

○
明
儒
響
ご
一
年
四
月
〃
十
閲
同
日
†
山
柱
十
山
ハ
日
上
繍
陣
0

9
假
殿
響
諜
碑
騨
云
奉
行
飯
髪
濃
参
響
屋
候
。

　
（
下
略
）

O
A
I
度
正
遷
宣
H
・
永
丁
子
六
年
九
月
壮
・
玄
馬
調
達
先
規
夜
孚
丑
甦
自
警
U

　
假
殿
正
榔
殿
江
奉
成
遷
座
而
後
引
・
詞
書
課
役
也

○
本
殿
甑
氾
一
宮
之
勘
…
桝
、
「
永
世
予
六
年
九
n
月
廿
九
目
正
瀟
麿
宮
。
」
「
｝
大
凡
久

　
廿
流
造
螢
有
、
本
願
募
氏
子
落
成
、
酒
家
下
田
祉
頭
置
本
願

　
坊
云
々
」

○
天
文
十
叫
年
七
月
四
日
越
主
相
光
の
認
め
た
る
文
書
に
、
勲
　
宮

　
寺
御
せ
ん
く
う
常
事

　
天
文
三
年
春
駒
へ
正
月
仕
八
日
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
…
號
　
　
　
　
七
四
　
　
（
四
一
山
ハ
）

　
む
ね
あ
け
写
も
同
臼
・
也

　
木
津
椴
超
せ
ん
く
う
之
事

　
　
天
文
十
一
年
み
つ
の
へ
七
月
四
日
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
・
b

　
御
箕
U
ね
上
は
六
日
μ
菅
八
日
・
フ

　
　
　
（
下
略
）

○
四
神
殿
御
遷
宮
御
三
言

　
（
前
略
）
天
文
＋
九
年
か
の
ゑ
い
ぬ
卯
月
＋
五
日
つ
ち
の
囑
こ
の
島

　
（
申
略
）
正
当
零
せ
ん
く
う
な
し
た
て
ま
つ
る
一
こ
こ
ろ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

叉
當
肚
の
建
築
家
の
名
を
記
せ
る
は
、

○
寛
文
七
年
再
興
旗
門
棟
札
窮
中
に
「
大
工
泉
之
亟
、
同
弟
木
兵

　
衛
、
同
助
作
、
小
工
博
職
，
指
岡
休
介
、
鍛
冶
市
右
衛
門
」

○
明
治
二
年
四
月
十
二
日
御
祭
御
下
行
配
當
印
形
帳
に
、
「
紳
工
河

　
原
杢
之
助
、
同
小
山
一
墨
、
罰
小
山
左
兵
衛
」

○
明
治
十
年
六
月
京
都
府
へ
差
出
の
松
尾
聯
祉
薔
就
職
勤
方
演
詮

　
書
に
「
勧
工
河
原
泉
之
亟
、
同
小
山
佐
兵
衛
」

　
等
の
名
が
見
え
る
。
今
こ
れ
等
の
姓
名
ε
、
前
記
の
天

丈
の
遺
墨
及
び
河
原
小
山
領
家
の
文
書
中
に
鵠
つ
る
建
築



●

家
名
ご
を
甥
照
す
る
に
、
天
文
以
來
明
治
初
年
に
至
る
永

き
期
間
、
當
疵
の
大
工
は
河
原
氏
ま
た
小
工
は
小
山
氏
で

あ
る
事
に
大
膿
み
な
一
致
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
但
、
慮
永
の
大
工
、
「
谷
の
小
山
の
藤
原
の
」
は
小
山
氏

の
系
統
に
為
す
る
入
で
あ
る
ら
し
く
も
考
へ
ら
る
、
。

　
さ
て
、
…
以
上
採
録
せ
る
文
書
を
年
代
順
に
配
列
す
る
時

は
、
本
殿
の
洛
革
が
可
な
り
明
瞭
に
な
っ
て
癖
る
。
少
し

重
複
の
威
は
あ
る
が
、
今
そ
の
要
黙
を
列
記
し
、
併
せ
て

所
見
を
加
ふ
る
は
、
強
ち
徒
事
で
も
無
か
ら
う
。

　
明
徳
以
前
に
於
け
る
本
殿
の
浩
革
・
に
つ
き
て
は
、
何
等

新
規
の
事
柄
を
探
知
す
る
事
は
出
來
濾
が
、
明
徳
三
年
足

利
義
満
が
當
魁
頭
領
こ
し
て
飯
尾
美
濃
を
任
命
し
（
小
山
家

落
書
）
、
同
四
年
四
月
立
柱
六
月
上
棟
し
（
聯
祉
丈
書
）
、
恋
永

四
年
飯
尾
が
奉
行
こ
し
て
假
殿
遷
宮
を
行
ひ
（
同
上
）
、
同
三

十
年
六
月
に
は
藤
原
「
く
に
つ
く
」
が
大
工
こ
し
て
立
桂
上

棟
を
爲
し
（
内
陣
柱
適
墨
）
、
永
享
六
年
九
月
に
正
蓬
宮
を
行
っ

て
居
る
（
榊
祉
丈
書
）
○

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
紳
融
本
殿
の
慧
煎
に
つ
き
て

　
明
徳
よ
り
永
享
迄
僅
に
四
＋
年
、
此
短
期
間
に
門
柱
上

棟
が
二
回
、
豊
後
遷
宮
正
遷
宮
各
一
回
、
都
合
四
回
の
造

螢
に
關
す
る
行
事
の
あ
っ
た
事
が
、
僅
に
遺
存
し
た
る
記

鋒
に
よ
っ
て
も
窺
は
る
、
。
按
ず
る
に
、
遷
宮
の
行
事
は

小
修
繕
に
際
し
て
も
行
は
る
、
慣
例
で
あ
る
か
ら
敢
え
て

，
面
こ
す
る
に
足
ら
ぬ
が
、
こ
の
僅
少
期
間
に
青
柱
上
棟
に

及
べ
る
大
工
事
が
二
回
あ
っ
た
事
は
注
目
に
値
す
る
で
あ

ら
う
○
之
は
不
時
の
災
害
に
よ
る
も
の
こ
も
解
繹
せ
ら
る

、
が
、
更
に
想
像
を
逞
ふ
す
れ
ば
、
當
就
に
曾
て
も
亦
他

の
大
就
に
於
け
る
が
如
く
．
古
來
式
年
造
螢
の
如
き
周
期

的
工
事
の
行
は
れ
た
の
で
は
無
か
ら
う
か
ご
考
へ
ら
る

、
o

　
其
後
久
し
き
間
は
所
謂
戦
盲
時
代
に
隣
り
、
近
畿
は
戦

渦
の
中
心
地
と
な
り
、
上
下
み
な
疲
態
の
極
に
至
っ
た
時

で
、
憧
れ
多
く
も
皇
居
を
始
め
京
洛
内
外
の
帥
趾
佛
閣
は

修
理
の
暇
も
な
く
、
頽
磨
の
甚
き
折
で
あ
っ
た
。
故
に
當

肚
の
殿
舎
も
ま
た
風
爾
の
翻
弄
に
委
か
せ
、
殆
顧
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
五
　
（
四
一
七
）



　
　
　
第
十
三
巷
　
　
難
　
纂
　
　
秘
尾
憩
醗
本
殿
の
遺
濃
に
つ
曇
て

無
い
斌
態
で
あ
っ
た
事
は
想
像
す
る
に
難
く
無
い
。
ま
た

其
實
況
は
天
文
膵
管
の
時
の
文
書
に
徴
し
推
察
し
得
る
。

　
次
に
臨
交
の
造
馨
に
恥
し
て
は
、
資
料
が
比
較
的
多
い

の
で
詳
細
に
其
事
況
が
剣
る
。
其
工
事
閣
係
者
の
主
な
る

も
の
は
、

　
融
主
　
　
　
言
付

　
願
主
　
　
鶴
林
＋
穀

　
大
工
　
　
　
藤
原
之
次
郎
左
衛
門
尉
棟
次

　
棟
梁
　
　
　
　
　
　
與
五
郎
棟
貞

工
事
の
経
過
は
、

齢
宮
寺
遷
宮

将
　
　
　
　
　
　
ム
笠

雲
　
　
　
　
　
　
　
女

本
捜
索
殿
鎖
鋸

礎
　
石
　
据

立
　
　
　
柱

化
粧
板
無
窓

正
　
遷
　
宮

天
文
三
年
正
月
廿
八
日
　
（
聯
証
丈
書
）

同
　
十
年
二
月
五
日
　
　
（
新
獲
見
墨
書
）

同
十
　
年
七
月
西
日
　
　
（
榊
鷲
丈
書
）

同
十
一
年
十
「
月
三
日
　
（
薪
護
見
墨
書
）

同
十
一
年
十
一
月
十
五
日
（
同
　
　
　
）

同
十
一
年
十
二
月
五
日
　
（
同
　
　
　
）

同
十
九
年
二
月
十
五
日
　
（
藩
宮
覗
言
）

右
の
経
過
で
見
る
ミ
。
釘
始
式
の
七
年
前
に
聯
宮
寺
遷
宮
が

　
　
　
　
　
駕
去
…
驚
脚
　
　
　
　
七
山
ハ
》
　
（
四
一
八
）

行
は
れ
、
心
寄
の
翌
年
に
本
窯
假
殿
遷
宮
の
事
が
あ
る
。
幾
順

序
－
こ
期
闇
は
啓
逓
ω
場
合
ε
大
分
趣
き
が
違
ふ
様
で
あ
る
。
按

ず
る
に
、
天
文
修
理
の
腰
台
に
於
け
る
本
殿
は
、
鷹
永
の
造
健
冨

以
來
百
二
十
年
を
経
過
し
（
扱
首
縄
墨
書
謬
論
）
、
其
経
過
期
間
の

後
牟
期
は
恰
か
も
戦
國
時
代
に
當
る
の
で
、
修
繕
の
事
は
歪
く

絶
え
、
破
損
の
爲
め
に
奉
仕
意
に
ま
か
せ
ぬ
檬
に
な
つ
弛
の
で

聯
艦
は
一
㍗
先
づ
紳
宮
寺
へ
假
の
遷
宮
を
な
し
た
ろ
後
、
徐
に

工
費
調
蓬
の
計
を
め
ぐ
ら
し
、
而
し
て
一
方
に
立
て
は
本
殿
を

取
解
の
上
鋲
単
式
を
行
ひ
、
ま
た
他
方
で
は
假
殿
の
修
繕
を
進

め
、
其
成
功
を
蝶
ち
て
、
先
き
に
假
の
遷
宮
を
な
し
た
る
紳
宮

寺
よ
り
再
び
こ
の
假
殿
へ
遷
座
を
墾
画
し
た
る
如
く
に
解
せ
ら

る
・
。
か
く
の
如
く
解
す
る
厨
以
は
、
輩
に
丈
書
の
み
な
ら
す

轟
営
所
藏
の
當
杜
境
内
古
血
（
爾
北
朝
頃
建
推
定
の
分
）
に
も
正
殿

一
こ
假
殿
、
こ
が
左
右
相
近
接
し
て
山
麓
の
旧
地
に
叢
憎
し
居
る
か

ら
、
若
し
蕎
鈴
年
間
修
繕
が
行
は
れ
な
い
ざ
す
れ
ば
、
二
澱
共

に
殆
其
用
を
な
さ
ぬ
程
に
被
損
す
る
は
當
然
の
事
で
あ
ら
う
、

、
こ
考
へ
ら
る
・
の
も
其
一
理
由
で
あ
る
、

　
本
殿
工
事
着
手
以
後
の
工
程
は
順
調
に
進
行
し
た
る
ら
し
く



　
鋳
幽
思
よ
り
約
ニ
ク
年
た
ら
す
の
間
に
内
陣
の
天
井
板
を
張
る

　
迄
に
捗
っ
て
居
る
。
其
後
は
不
明
で
あ
る
が
、
此
勢
を
以
て
す

　
れ
ば
、
細
く
も
翌
十
二
年
中
に
は
竣
成
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
然

　
る
に
正
遷
密
は
其
七
年
後
の
＋
九
年
二
月
に
行
は
れ
て
居
る
。

　
こ
の
．
遷
宮
は
或
は
本
工
事
竣
成
後
難
二
画
目
叉
は
、
其
獄
上
卿
を

　
重
ね
た
る
臨
時
の
行
事
ε
も
考
へ
得
る
が
、
自
分
は
種
々
な
る

　
鮎
か
ら
観
察
し
，
之
は
工
事
竣
成
後
初
め
て
の
．
遷
宮
式
で
あ
っ

　
て
、
其
遷
宮
渥
延
の
原
因
は
資
金
の
碧
羅
難
に
よ
る
も
の
で
は

　
無
か
ら
一
か
、
こ
、
考
ふ
る
も
の
で
あ
る
。

工
事
の
程
度

　
　
礎
石
据
，
立
像
を
行
ふ
程
な
る
故
、
も
、
こ
よ
O
根
本
的
の
大

　
工
事
に
相
異
は
無
か
ら
う
。
か
、
内
陣
柱
四
本
及
び
内
陣
の
天
井

　
は
強
墨
に
明
記
し
∵
、
居
る
通
り
古
材
を
悪
用
し
た
も
の
で
あ
り

　
其
他
に
も
材
質
、
古
色
及
び
形
式
手
法
か
ら
鑑
察
し
、
多
撒
に

　
天
文
以
前
の
古
聖
を
必
見
し
得
る
所
か
ら
考
へ
る
ミ
、
實
は
天

　
丈
の
工
事
は
古
材
再
主
の
大
修
理
工
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
殊
に
、
御
帳
肇
、
錦
茸
、
几
帳
、
塵
盤
等
の
殿
内
装
飾
調
度

　
品
並
び
に
矛
盾
、
弓
箭
等
の
祭
器
類
は
、
巽
様
式
手
法
よ
り
見

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
松
尾
素
瓶
本
殿
の
遣
鐙
に
つ
へ
き
て

　
る
に
、
よ
く
室
町
時
代
の
特
色
を
具
有
せ
る
所
か
ら
考
へ
、
之

　
等
は
総
て
明
徳
か
又
は
偉
く
も
廉
々
頃
に
新
調
さ
れ
し
も
の
を

　
天
文
造
螢
に
は
麗
な
る
修
繕
さ
へ
も
加
へ
す
薫
其
ま
、
再
用
し

　
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。
天
朝
古
葉
紳
杜
の
造
螢
に
は
、
紳
殿
聯
費

　
に
至
う
ま
で
も
悉
く
新
調
す
可
き
慣
例
に
し
て
、
當
肚
に
於
て

　
も
從
來
は
、
當
肚
遷
宮
次
第
璽
、
公
方
襟
ヨ
リ
惣
遷
宮
ヒ
成
紳
殿

　
紳
寳
迄
し
も
新
調
し
翻
り
し
を
、
今
回
は
事
の
こ
れ
に
及
ぼ
ざ

　
り
し
は
、
前
記
の
古
材
再
用
の
事
實
ε
想
ひ
併
せ
て
、
工
養
窮

　
乏
の
程
も
想
像
せ
ら
れ
、
曳
い
て
は
造
螢
願
主
た
る
慶
林
＋
穀

　
の
苦
心
も
亦
さ
こ
そ
、
こ
察
せ
ら
る
ヒ
次
第
で
あ
る
。
然
し
之
が

　
貯
め
他
に
殆
類
例
の
無
い
古
き
調
度
及
祭
良
匠
の
多
数
を
今
に

　
傳
へ
、
以
て
不
明
な
り
し
中
古
の
殿
内
装
飾
の
制
式
を
具
艦
的

　
に
研
究
し
得
る
は
、
學
界
の
一
慶
事
ミ
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
其
後
久
し
き
聞
、
本
殿
造
螢
の
記
鋒
は
見
當
ら
鍛
が
、

大
棟
の
獅
子
ロ
、
橡
の
高
欄
及
軸
部
の
一
部
に
江
戸
時
代

の
初
期
ご
中
期
頃
と
の
形
式
手
法
を
有
す
る
金
具
が
約
二

十
枚
程
獲
見
さ
れ
る
か
ら
其
頃
に
も
建
物
の
修
繕
の
行
は

れ
た
事
が
想
像
さ
る
、
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
七
七
　
（
四
一
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
魔
羅
帥
職
本
殿
の
慧
鑛
に
つ
・
き
て

　
次
に
嘉
永
の
造
管
は
棟
札
の
示
す
如
く
、
主
こ
し
て
屋

根
帯
皮
の
葺
替
へ
を
な
し
た
も
の
で
、
木
部
は
向
舞
柱
、

橡
廻
等
部
分
的
修
理
に
過
ぎ
澱
様
で
あ
る
。
ま
た
大
正
三

年
に
は
本
殿
屋
根
の
裏
流
し
下
方
武
間
蓮
り
の
小
繕
ひ
を

施
し
て
み
る
。

　
今
回
の
修
理
は
、
屋
根
は
野
地
以
上
全
部
新
材
を
以
て

葺
替
へ
、
木
部
は
柱
の
根
繊
、
土
塁
の
一
部
、
橡
廻
り
大

部
分
、
背
面
霧
除
等
を
取
替
へ
、
各
部
の
臼
壁
は
塗
替
へ

小
屋
組
及
び
床
組
は
補
力
材
を
加
へ
て
在
來
の
構
造
通
り

に
組
締
め
、
金
具
は
少
部
舜
補
足
し
そ
の
大
部
分
は
奮
材

料
に
鍍
金
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
破
風
板
、
柱
、

斗
撲
、
、
錘
、
建
具
等
主
要
な
る
材
料
は
総
て
奮
材
を
再
用

し
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
本
稿
に
探
録
せ
る
遣
墨
の
あ
る

材
料
は
無
論
奮
位
遣
に
復
館
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
以
上
記
述
せ
る
所
は
新
嚢
見
の
遺
墨
を
中
心
ミ
し
て
考
察
せ

　
る
本
殿
の
沿
革
で
あ
る
が
、
吾
人
は
更
に
構
造
形
式
並
に
材
質

　
等
よ
り
鑑
別
せ
る
建
築
諸
材
料
の
時
代
的
分
類
を
試
み
た
る
に

　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
朝
畑
　
（
四
二
〇
）

葡
掲
の
諸
記
録
、
こ
能
く
合
致
す
る
事
を
認
知
し
得
た
。
然
し
飴

り
冗
長
に
流
る
訟
惧
，
れ
が
あ
る
か
ら
、
今
回
は
之
で
築
を
摘
き

巽
、
事
に
つ
き
て
は
他
日
稿
を
改
め
て
詳
述
す
る
考
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
昭
二
、
九
、
玉
稿
）


